
B －27　 被服の１形態としてのトレーンの研究

大阪 市立大　　 田中　道一

文化 女子大　○豊間　和子

1. 研究の目的

被服 は着用 中に外力 によって変形して美的 外観を生 ず

るが， そのうちでも特に重力 の作用を受 けて変形 を起す

ドレープ は被 服の外観に重要な影響を与える。 本研究は

代 表的 なドレープの１形態とし てトレ ーンをと りあげ，

こ れを材 料力 学的 に解折し， トレーンの形態に及ぼす諸

因子を理 論と実験の両 面から検討し ようとするのがその

目的 である。

2. 方　　 法

織物 を重力 方向に垂下し ，その下端にこれと直 角方 向

に外力 を加え， この外力 を織物面 にはたらく摩 擦力 とす

るときは，い わゆる被服の１形態とし てのトレ ーンを生

ずる。こ れを一 端固定の片 持は りと考えて解折し 次の理

論式 を得 た。

EI 言 言 坤 ⑤

ここ でEl はトレ ーンの剛 き, I はトレ ーン部分の 織

物 の長 さ. p はトレ ーン のた わみ, ? はひきず りの長さ，

ｇ は被服の単位長さ当 りの重さ，μ は被服 と床 の 間 の

摩 擦係数 であ る。

3. 成　　 果

被服 にトレ ーンを起 させ るTrain-0･meter を試 作し，

これを用いて各種織物 のトレ ーン のこ わさを測定し た。

例えばテト ロンブロ ードについてはEl  = 220 g ・ cm2 で

あ った。


